
（参考）生態系ネットワーク形成に係る国の行政計画等での位置付け

 2011年　「持続可能で活力ある国土・地域づくり」の推進

 2013年　安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方

             　について〔答申〕　（社会資本整備審議会）

 2014年　環境行動計画

　　　　     －環境危機を乗り越え、持続可能な社会を目指す－

 2014年　国土のグランドデザイン2050～対流促進型国土の形成～

 2015年　第二次国土形成計画（全国計画）

              　→ 2016年　広域地方計画

 2015年　第4次社会資本整備重点計画

 2017-19年　水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議/フォーラム

 2012年　農林水産省 生物多様性戦略

 2013年　国有林野の管理経営に関する基本計画

環境省  2014年　生物多様性条約第5回国別報告書

国土交通省

農林水産省

国内では2010年に愛知県名古屋市で開催された生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）を契機に、生態系ネットワー
ク形成の取組みが本格化。愛知目標の達成に向けた我が国のロードマップを示す「生物多様性国家戦略2012-2020」が平成
24年に閣議決定され、広域連携施策として生態系ネットワークの重要性が示された。

各省が策定した各種計画でも、生態系ネットワークの形成を図ることが明記されている。

■生態系ネットワーク形成に関する省庁連携会議
2016年度より、国土交通省・環境省・農林水産省の担当部署で構成する、生態系ネット

ワーク形成に関する三省連携の会議が定期的に開催されており、情報共有や意見交換が行われ
ている。

水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議
（主催：国土交通省 運営：(公財)日本生態系協会）

生物多様性を活かした地域振興や生態系ネット
ワーク関する全国の主な取組みを紹介したパンフ
レット
左：環境省（2016） 右：国土交通省（2019）
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